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1.  平成21年12月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

当社は、平成21年12月期より決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しております。詳細につきましては、平成21年１月30日発表の「決算期（事業
年度の末日）の変更に関するお知らせ」及び平成21年５月19日発表の「定款の一部変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 96,816 △22.8 11,041 △35.3 12,546 △33.2 5,699 △40.6

21年3月期第1四半期 125,435 ― 17,072 ― 18,795 ― 9,588 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 9.94 9.94
21年3月期第1四半期 16.69 16.68

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 708,477 543,439 76.1 944.80
21年3月期 699,041 543,070 77.0 938.42

（参考） 自己資本   21年12月期第1四半期  538,832百万円 21年3月期  538,554百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

当社は、決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しております。このため、決算期変更の経過期間となる平成21年12月期は９か月の変則決算とな
ります。これに伴い、21年12月期（予想）の１株当たり配当金につきましては、１株当たり年間（12か月）20円の配当の継続を前提に、９か月決算に対応し
て、中間配当金（第２四半期末を基準日）として10円、期末配当金として５円の年間（９か月）15円を予定しております。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
21年12月期 ―

21年12月期 
（予想）

10.00 ― 5.00 15.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
平成21年12月期は、決算期変更の経過期間となることから、通期については９か月間（平成21年４月１日～平成21年12月31日）の予想数値を記載しており
ます。このため、通期の対前期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

190,000 △23.3 17,500 △40.0 19,000 △37.4 8,000 △3.4 13.99

通期 305,000 ― 30,000 ― 31,500 ― 14,000 ― 24.51
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年４月28日に公表いたしました連結業績予想は、第２四半期連結累計期間、通期とも本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 576,483,555株 21年3月期  576,483,555株

② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期  6,170,507株 21年3月期  2,589,766株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第1四半期 573,303,195株 21年3月期第1四半期 574,460,589株
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から６月30日までの３か月間）におけるわが国経済は、内外の在庫調
整の進捗を主因に輸出や生産の一部に持ち直しの動きがみられたものの、企業収益や設備投資の大幅な減少、雇用情勢
の一層の悪化、個人消費の低迷など、依然として厳しい状況が続きました。 
当社グループを取り巻く事業環境は、医薬事業では、ジェネリック医薬品の普及促進策の進展など医療費抑制策の強

化、外資系製薬企業の攻勢、世界規模での新薬開発競争の激化など、引き続き厳しい事業環境となっております。バイ
オケミカル事業では、バイオエタノール生産の活発化に伴う糖質原料の高騰や為替変動の影響等にさらされておりま
す。化学品事業では、世界的な景気後退により需要が急減し製品市況が低迷しております。 
このような環境のなかで、当社グループは、「バイオテクノロジーを基盤とし、医薬を核にした日本発の世界トップ

クラスの研究開発型ライフサイエンス企業を目指す。」という新生「協和発酵キリングループ」のビジョンの実現、グ
ループシナジーの早期達成等に取り組んでおります。 
この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、食品事業がなくなった影響に加えて、化学品事業の業績悪化や医

薬事業における導出一時金収入の減少等により、968億円（前年同期比22.8％減）となり、営業利益は110億円（同
35.3％減）、経常利益は125億円（同33.2％減）となりました。また、四半期純利益については、持分変動損失などの
特別損失を計上したこと等により、56億円（同40.6％減）となりました。 
  
事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

医薬事業 
国内の医療用医薬品では、主力製品である貧血治療剤「ネスプ」及び「エスポー」が、５月に新発売した「ネスプ静

注用プラシリンジ」の効果もあり堅調に推移したほか、抗アレルギー剤「アレロック」、抗アレルギー点眼剤「パタノ
ール」、二次性副甲状腺機能亢進症治療剤「レグパラ」等も順調に売上高を伸ばしました。 
医薬品の技術収入及び輸出では、５月に仏国サノフィ・アベンティス社との完全ヒトモノクローナル抗体「抗ＬＩＧ

ＨＴ抗体」に関するライセンス契約締結に伴う契約一時金収入がありましたが、一方、前年同期には米国アムジェン社
からの契約一時金の売上高計上（98億円）があったため、前年同期比では売上高が大幅に減少しました。 
この結果、医薬事業の売上高は、522億円（前年同期比11.8％減）となり、営業利益は115億円（同10.0％減）となり

ました。 
新薬の国内開発では、４月に急性心不全治療剤ＫＷ－3902の第I相臨床試験を開始し、６月に成人Ｔ細胞白血病リン

パ腫を適応症とする抗体医薬として期待されるＫＷ－0761の第Ⅱ相臨床試験を開始しました。なお、ＫＷ－7158の過敏
性腸症候群を対象にした臨床試験は、第Ⅱ相臨床試験の結果を受け中止いたしました。 
海外開発では、米国において４月に白血病等を適応症とする分子標的治療薬として期待されるＫＷ－2449及び固形が

んを対象とした完全ヒト抗体医薬ＫＲＮ330の第I／Ⅱa相臨床試験を開始し、６月に固形がん等を適応症とする分子標
的治療薬として期待されるＫＷ－2450の第I相臨床試験を開始しました。 
  

バイオケミカル事業 
アミノ酸・核酸関連物質を中心とする医薬・工業用原料は、欧州を中心に輸液用や医薬原料用のアミノ酸が堅調な販

売状況を維持しましたが、円高の影響を大きく受け、売上高は前年同期を下回りました。また、第一ファインケミカル
㈱は、ビタミン市況の低迷等により売上高が減少しました。 
ヘルスケア製品では、通信販売リメイクシリーズが堅調に推移しましたが、世界同時不況の影響を受け、米国を中心

に健康食品用のアミノ酸・核酸関連物質等の売上高が減少しました。 
この結果、バイオケミカル事業の売上高は、211億円（前年同期比7.8％減）となり、営業利益は12億円（同57.0％

減）となりました。 
  

化学品事業 
世界的な景気後退の影響による製品需要の低迷が続き、販売数量は前年同期を下回りました。加えて、昨秋以降の原

油・ナフサ価格の急激な下落に伴う製品市況の大幅な悪化や円高の影響等により、売上高が大きく落ち込むなど、引き
続き極めて厳しい収益状況で推移しました。 
この結果、化学品事業の売上高は、150億円（前年同期比40.2％減）となり、営業損失は20億円（前年同期は５億円

の営業利益）となりました。 
  

食品事業 
前連結会計年度末において、食品事業を営んでいた連結子会社協和発酵フーズ㈱（現 キリン協和フーズ㈱）の株式

の一部を売却したことに伴い、同社及びその子会社３社（協和エフ・デイ食品㈱、オーランドフーズ㈱、協和ハイフー
ズ㈱）が持分法適用関連会社に異動し、食品事業を営む連結子会社がなくなったため、当第１四半期連結累計期間よ
り、事業の種類別セグメントの食品事業を廃止しております。 
このため、当第１四半期連結累計期間の食品事業の売上高及び営業利益の計上はありません。なお、前年同期の食品

事業の売上高は103億円、営業利益は３億円でありました。 
  

その他事業 
その他事業の売上高は、141億円（前年同期比20.7％減）となり、営業利益は１億円（同32.6％減）となりました。 
  
所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

日本 
食品事業がなくなった影響に加えて、化学品事業の売上高減少や医薬事業における契約一時金収入の減少などによ

り、日本セグメントの売上高は、928億円（前年同期比23.4％減）となり、営業利益は94億円（同41.3％減）となりま
した。 
  

その他の地域 
医薬事業及びバイオケミカル事業の在外子会社については、現地通貨ベースでの売上高は概ね堅調に推移しました

が、円高の影響により円換算額が目減りしたため、その他の地域セグメントの売上高は、102億円（前年同期比17.0％
減）となり、営業利益は11億円（同15.0％減）となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の増加のほか、設備投資による建設仮勘定の増加、保有株式
の株価上昇による投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ94億円増加し7,084億円となりました。 
負債は、前連結会計年度末に比べ90億円増加し1,650億円となりました。未払法人税等が減少しましたが、コマーシ

ャル・ペーパーや未払金等が増加しております。 
純資産は、配当金の支払いや自己株式の買取り等の減少要因により一部相殺されたものの、四半期純利益の計上やそ

の他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ３億円増加し5,434億円となりました。 
この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント減少し76.1％とな

りました。 
  

（キャッシュ・フローの状況） 
当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ104億円増加し796億円

となりました。 
当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、22億円の収入（前年同期比84.4％減）となりました。主な収入要因は、

税金等調整前四半期純利益108億円、減価償却費40億円、のれん償却額23億円等であります。一方、主な支出要因は、
法人税等の支払額127億円、賞与引当金の減少額26億円等であります。 
「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、19億円の収入（前年同期は68億円の支出）となりました。有形固定資産

の取得による支出39億円等の支出がありましたが、短期貸付金の純減少額50億円等の収入がありました。 
「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、57億円の収入（前年同期は117億円の支出）となりました。主な支出要

因としては、配当金の支払額52億円、自己株式の取得による支出38億円等がありましたが、収入要因として、コマーシ
ャル・ペーパーの純増加額150億円がありました。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間までの連結業績は、化学品事業が計画を下回る収益状況で推移したものの、全体として
は、医薬事業を中心に当初計画を上回る水準で順調に推移しました。今後の見通しにつきましても、化学品事業は当面
厳しい収益環境が続くものと予想されますが、医薬事業及びバイオケミカル事業等については概ね当初計画どおり堅調
に推移することが見込まれることから、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想を上方修正しました。 
なお、平成21年４月28日の決算短信で発表しました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想との差異は以下

のとおりであります。 
  

（第２四半期連結累計期間） 

  
（通期）  

(注) 決算期変更に伴い、通期については平成21年４月１日から平成21年12月31日までの９か月間の予想数値を記載しております。ただし、

前期実績については平成20年４月１日から平成21年３月31日までの12か月間の実績数値を記載しております。  

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  185,000  14,500  15,000  6,500  11.33

今回修正予想（Ｂ）  190,000  17,500  19,000  8,000  13.99

増減額（Ｂ－Ａ）  5,000  3,000  4,000  1,500 ――― 

増減率（％）  2.7  20.7    26.7  23.1 ――― 

前年同期実績  247,769  29,164  30,357  8,285  14.43

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  300,000  27,000  27,500  13,000  22.65

今回修正予想（Ｂ）  305,000  30,000  31,500  14,000  24.51

増減額（Ｂ－Ａ）  5,000  3,000  4,000  1,000 ――― 

増減率（％）  1.7  11.1    14.5  7.7 ――― 

前期実績  460,183  45,387  46,412  11,726  20.43
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４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

 該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等合計に含めて表示しております。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．税金費用の計算方法の変更 

 税金費用については、従来、年度決算と同様の方法により計算しておりましたが、親子会社間の会計処理の統一

を目的として、当社の親会社であるキリンホールディングス㈱が採用する会計処理に合わせて、当第１四半期連結

累計期間より、当第１四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。 

 これにより、当第１四半期連結累計期間の四半期純利益は112百万円減少しております。 

  

２．四半期会計期間末に計上した有価証券の減損処理に基づく評価損の戻入れの変更 

 四半期会計期間末に計上した有価証券の減損処理に基づく評価損の戻入れについては、従来、減損処理を行った

後の四半期会計期間末の帳簿価額を時価等に付け替えて、当該銘柄の取得原価を修正する四半期切放し法を採用し

ておりましたが、親子会社間の会計処理の統一を目的として、当社の親会社であるキリンホールディングス㈱が採

用する会計処理に合わせて、当第１四半期連結累計期間より、四半期連結会計期間末における減損処理に基づく評

価損の額を翌四半期連結会計期間の期首に戻し入れ、当該戻入れ後の帳簿価額と四半期連結会計期間末の時価等を

比較して減損処理の要否を検討する四半期洗替え法に変更しております。 

 この変更が、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 84,637 32,978

受取手形及び売掛金 110,012 109,984

商品及び製品 44,729 46,498

仕掛品 8,312 9,283

原材料及び貯蔵品 11,554 11,846

繰延税金資産 12,206 11,633

短期貸付金 295 47,267

その他 12,919 10,136

貸倒引当金 △148 △152

流動資産合計 284,519 279,475

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 148,320 147,416

減価償却累計額 △103,335 △102,361

建物及び構築物（純額） 44,984 45,055

機械装置及び運搬具 202,605 200,985

減価償却累計額 △176,457 △174,764

機械装置及び運搬具（純額） 26,147 26,220

土地 74,210 74,179

建設仮勘定 11,244 6,423

その他 51,671 51,003

減価償却累計額 △43,000 △42,484

その他（純額） 8,671 8,518

有形固定資産合計 165,259 160,398

無形固定資産   

のれん 174,927 177,275

その他 3,257 3,353

無形固定資産合計 178,185 180,628

投資その他の資産   

投資有価証券 67,254 62,354

長期貸付金 505 515

繰延税金資産 844 3,014

その他 12,856 13,600

貸倒引当金 △949 △947

投資その他の資産合計 80,512 78,538

固定資産合計 423,957 419,565

資産合計 708,477 699,041
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,307 41,960

短期借入金 13,042 12,750

コマーシャル・ペーパー 15,000 －

未払金 32,622 24,882

未払法人税等 5,878 13,556

売上割戻引当金 451 439

賞与引当金 1,483 4,116

修繕引当金 674 1,115

その他 7,490 9,469

流動負債合計 116,950 108,290

固定負債   

社債 － 60

長期借入金 729 730

繰延税金負債 17,779 17,143

退職給付引当金 26,884 26,684

役員退職慰労引当金 75 188

その他 2,618 2,874

固定負債合計 48,087 47,680

負債合計 165,037 155,970

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,745 26,745

資本剰余金 512,398 512,418

利益剰余金 9,410 10,432

自己株式 △6,132 △2,392

株主資本合計 542,421 547,203

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △827 △4,732

繰延ヘッジ損益 3 4

為替換算調整勘定 △2,764 △3,920

評価・換算差額等合計 △3,588 △8,648

新株予約権 143 188

少数株主持分 4,463 4,326

純資産合計 543,439 543,070

負債純資産合計 708,477 699,041
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(2) 四半期連結損益計算書 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 125,435 96,816

売上原価 66,592 52,298

売上総利益 58,843 44,517

販売費及び一般管理費   

研究開発費 14,255 9,332

のれん償却額 2,418 2,346

その他 25,096 21,797

販売費及び一般管理費合計 41,770 33,476

営業利益 17,072 11,041

営業外収益   

受取利息 185 158

受取配当金 574 1,042

為替差益 1,388 －

持分法による投資利益 303 743

その他 319 513

営業外収益合計 2,772 2,457

営業外費用   

支払利息 190 83

為替差損 － 206

固定資産処分損 － 296

その他 859 365

営業外費用合計 1,049 952

経常利益 18,795 12,546

特別損失   

持分変動損失 － 1,379

投資有価証券評価損 － 354

減損損失 1,308 －

統合関連費用 214 －

特別損失合計 1,523 1,734

税金等調整前四半期純利益 17,272 10,812

法人税、住民税及び事業税 6,769 －

法人税等調整額 746 －

法人税等合計 7,515 4,983

少数株主利益 167 129

四半期純利益 9,588 5,699
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 17,272 10,812

減価償却費 4,306 4,032

減損損失 1,308 －

のれん償却額 2,464 2,393

退職給付引当金の増減額（△は減少） △589 195

前払年金費用の増減額（△は増加） △239 156

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,168 △2,632

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 △5

受取利息及び受取配当金 △760 △1,200

支払利息 190 83

持分法による投資損益（△は益） △303 △743

有形固定資産除売却損益（△は益） 167 53

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △0

投資有価証券評価損益（△は益） － 354

売上債権の増減額（△は増加） 1,372 △258

たな卸資産の増減額（△は増加） △441 3,487

仕入債務の増減額（△は減少） 4,127 △2,055

その他 △1,669 △780

小計 24,067 13,893

利息及び配当金の受取額 1,119 1,210

利息の支払額 △185 △102

法人税等の支払額 △10,692 △12,762

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,309 2,238

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,196 △3,930

有形固定資産の売却による収入 7 13

投資有価証券の取得による支出 △11 △2,016

投資有価証券の売却による収入 1 2,023

定期預金の預入による支出 － △1,069

定期預金の払戻による収入 － 1,902

短期貸付金の純増減額（△は増加） － 5,054

その他 △2,631 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,830 1,915

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 592 △25

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） － 15,000

長期借入れによる収入 100 －

長期借入金の返済による支出 △10,035 △39

自己株式の取得による支出 △637 △3,835

配当金の支払額 △1,736 △5,267

少数株主への配当金の支払額 △60 △19

その他 △13 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,790 5,742
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 153 337

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,157 10,234

現金及び現金同等物の期首残高 10,440 69,286

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 43,740 393

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △214

現金及び現金同等物の四半期末残高 50,023 79,699
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

全セグメントの売上高合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

   

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
医薬 

(百万円) 

バイオ
ケミカル
(百万円)

化学品
(百万円)

食品
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
(百万円)

売上高                 

(1) 外部顧客に対する売上高  59,062  20,240  21,776  9,449  14,906  125,435  －  125,435

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 128  2,703  3,359  943  2,985  10,120 (10,120)  －

計  59,190  22,944  25,135  10,393  17,892  135,555 (10,120)  125,435

営業利益  12,851  2,972  509  396  273  17,002  69  17,072

  
医薬 

(百万円) 

バイオ
ケミカル 
(百万円) 

化学品
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売上高  52,059  19,234  13,649  11,872  96,816  －  96,816

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 152  1,910  1,384  2,323  5,770 (5,770)  －

計  52,211  21,145  15,034  14,195  102,586 (5,770)  96,816

営業利益又は営業損失（△）  11,570  1,277  △2,073  184  10,960  81  11,041

〔所在地別セグメント情報〕

  
  

日本
（百万円） 

その他の地域
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  88,894  7,922  96,816  －  96,816

(2) セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 3,917  2,312  6,229 (6,229)  －

計  92,811  10,234  103,045 (6,229)  96,816

営業利益  9,440  1,179  10,619  421  11,041
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 前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

   

 自己株式が前連結会計年度末に比べ3,740百万円増加しております。これは、会社法第797条第１項に基づく反

対株主の株式買取請求による買取り（株式数3,633,000株、3,792百万円）が主な要因であります。 

   

 添付の「協和発酵キリン 第１四半期決算短信 補足資料 －第87期（2009年12月期）－」をご覧ください。  

  

〔海外売上高〕

  アメリカ ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  15,859  6,720  8,981  149  31,711

Ⅱ 連結売上高（百万円）          125,435

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 12.6  5.4  7.2  0.1  25.3

  アメリカ ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,738  5,996  7,627  82  18,444

Ⅱ 連結売上高（百万円）          96,816

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 4.9  6.2  7.9  0.1  19.1

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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